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	応用
	抗原情報
	背景
	BRAF（V-rafマウス肉腫ウイルス癌遺伝子ホモログB1）は、GTP結合Rasによってリクルートされ、MEK-MAPキナーゼ経路を活性化する主要なエフェクターです。B-Rafには、3つのコンセンサスAktリン酸化部位（Ser364、Ser428、およびThr439）が含まれています。B-Rafは、ミトゲン活性化プロテインキナーゼキナーゼ（MEK）の重要な調節分子であり、長いアミノ末端領域を持っています。この領域は、B-Rafのホモ二量体形成、および細胞膜でのB-Rafとc-Rafのヘテロ二量体形成に必須であり、続いてアミノ末端B-Raf特異的領域のThr118がリン酸化されます。特に、カルシウムイオノフォア刺激HeLa細胞では、B-RafはGTP-Rasの基底レベル以下でMEKにシグナルを伝播することができました。 Raf-B の発現は非常に限定されており、最も高いレベルは大脳と精巣に存在し、braf の欠陥はさまざまな癌に関係しています。BRAF 遺伝子変異は、甲状腺乳頭癌、色素細胞性母斑、原発性皮膚黒色腫、大腸癌で頻繁に検出されます。
	研究分野
	MAPKシグナル伝達経路
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	パラフィン包埋ヒト膀胱癌組織（左）および肺癌組織（右）の免疫組織化学分析。DAB 染色による BRAF マウス mAb を使用して細胞質局在を示しています。
	

	BRAF マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト精巣組織の免疫組織化学分析。

